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活動の様子の写真
成果物の写真
活動内容の追加コメント

利用者3名

＜目的＞

＜成果＞

A:今回で3回目の作成でしたが、基礎をしっかり学んだあとに行えたので、スムーズに取り組めた。今回気づいたことを次回に活かしたい。
B:今回初めて行ったが、バランスを取るのが難しかったのと、切る作業の⾧さを調整するのが難しかったので次回気を付けたい。
C:過去に似た作業を行ったことがあるが、より詳しく内容を理解することが出来て、中心点などが重要と気づけた。次回は、色見や全体のイ
メージに気を付けて取り組んでいきたい。
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増加を使ったフラワーアレンジメント作成のための技
術指導講座

ものを作り出す楽しさを学び、自分が行った仕事を通じて他者に貢献でき
る感覚を学ぶ。
理論を学ぶことで、作業への創意工夫がしやすくなる。
作成数を掲げて製作することにより、逆算をする力。作業効率を考えて手
順を考える力を養う。また、作業の正確性の向上を図る。

自分で制作したものを販売して対価と変わることで、
社会への貢献を学ぶ機会となった。
繰り返し行うことで、技術やスピード、正確性の向上
につながるが、販路の拡大は必要である。

初めて作った際に思ったようにし上がらないと、苦手という意識を持ちやすいようであったが、理論を説明した後の
製作ではスムーズに作ることが出来て、自身に繋がっていたの意義があったと感じている。
今後も、構造や理由を説明して、理解したうえで成果を得ることと、就労への心構えを強く意識する機会を提供して
いきたい。
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